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平成23年9月 「なごや新交通戦略推進プラン」
• 名古屋の広い道路空間が人主役の空間へと転換することで、
新たな交流社会を創出する「みちまちづくり」をリーディング
プロジェクトとして提唱

都心部の「みちまちづくり」
イメージ平成26年9月 「なごや交通まちづくりプラン」

• 「みちまちづくり」を具体化するための実行計画
• 取組みの１つである「移動手段の多様化」における主要施策として都心部における
新たな路面公共交通システム（LRTやBRT）の導入検討を位置づけ

１ ．これまでの経緯（S R T構想まで）

移動手段の多様化みちまちづくりの進め方



名古屋ならではの
システムを目指す

 名古屋は、ものづくり産業が集積する中部の
中心都市

 先進技術を積極的に採用
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１ ．これまでの経緯（S R T構想まで）

≪参考≫

平成29年3月 「新たな路面公共交通システムの導入に係る基本的な考え方」
• 従来のLRTやBRTの優れた点をあわせ持ち、「わかりやすさ」「使いやすさ」「楽しさ」
を備えた最先端で魅力的なタイヤベースシステムの導入を検討する方向性を提示



平成31年1月 「新たな路面公共交通システムの実現をめざして（SRT構想）」

Ｓmart Ｒoadway Ｔransitの
略で、従来のＬＲＴやＢＲＴの
優れた点を取り入れて発展させ
た新しい都市の交通システム

道路空間の賑わいづくりと一体
的に整備し、魅力あるまちを
シームレスにつないでストレス
フリーな移動を提供することで
都心の回遊性が向上

名古屋の都心部における回遊性の向上や賑わいの拡大を図るため、

新たな路面公共交通システムＳＲＴの導入を進めます
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１ ．これまでの経緯（S R T構想）



LRTやBRTの優れた点をあわせ持ち、車両、走行空間、乗降・待合
空間や運行サービスが相互に連携し、一体的に機能するシステムを
目指す

まちなかでの存在感やシンボル性があり、

誰もが安心して快適に乗車できる先進的

な車両を導入

○車両 ○走行空間 ○乗降・待合空間

道路利用者の安全性や利便性に配慮し

ながら、存在感があり、スムーズで快適

な走行環境を創出

利用者がスムーズに乗降でき、快適に

待てる空間とするとともに、歩道との一

体性を高め、まちの情報案内機能を備

えることで回遊性や賑わいを創出

システムの具体像（SRT構想より）
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１ ．これまでの経緯（S R T構想まで）



■ 「名古屋交通計画2030」令和5年3月

重点的な取組として「ＳＲＴ」を
位置づけ、段階的な導入を示す

１ ．これまでの経緯（名古屋交通計画２０３０）
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●当初運行の効果や課題を検証し、名駅の整備状
況にあわせた発着や「周回ルート」の一部実現を
目指す（R8）

●リニア開業以降は、来訪者などが名古屋駅から
都心部の各拠点へ快適に移動できるように導入
を図る

●先行したルートの効果や課題を検証し、最適な
都心部周回ルートの形を目指す

リニア中央新幹線開業時にＳＲＴの導入効果を最大限に発揮することを目指し、課題解決に必要な検証を行
いながら段階的に導入を推進

●都心の中で特に移動が多い名駅－栄間の
｢東西ルート｣からＳＲＴを導入

●周辺で大型の開発が進み、沿道に

店舗などが集積している広小路通

において、外観のシンボル性や車内

の快適性を備えた連節バスを運行

●停車車両等の影響を受けにくく、

賑わいの拡大につながるテラス型

の乗降・待合空間を検討

リニア開業以降
アジア大会開催時

(令和8年度)当初運行時（令和7年度）

１ ．これまでの経緯（名古屋交通計画２０３０）

令和４年度

社会実験
※P11参照

令和５年度

社会実験
※P14参照
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１ ．これまでの経緯（名古屋市地域公共交通計画）
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■ 「名古屋市地域公共交通計画」令和6年3月

「先進技術を活用したシームレスな移動環境の形成」の具体的な実施施策として、
「ＳＲＴ」を位置付け
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• 連節バスの体験乗車・意向調査、交通影響等の検証等を

実施

• 令和4年9月3日(土)、9月4日(日)の２日間で体験乗車

は延べ約600名が参加

令和４年度の社会実験（連節バスの体験乗車等）
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2 ．S R Tの社会実験（令和４年度）



令和４年度の社会実験（連節バスの体験乗車等）
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2 ．S R Tの社会実験（令和４年度）



令和４年度の社会実験（連節バスの体験乗車等）

① 体験乗車モニターアンケート ② 沿道の歩行者へのアンケート

• 上下移動がなく楽に移動ができそう
• 街のアイデンティティやシンボルとして活躍してほしい
• SRTの導入による交通渋滞が心配、また定時制が確保できるか
• 休憩できるようなバス停があるといい

Q 普通のバスと比較して連節バスのほうが
利用したいと思いますか

Q  都心にこういう（連節）バスが走るといいと思いますか

71.1%

21.1%

7.9%

利用したい
と思う

利用したいと
思わない

わからない

85.2%

3.1%

11.7%

いいと思う

わからない

いいと思わない

自由

回答

(回答数：228人) (回答数：133人)
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2 ．S R Tの社会実験（令和４年度）



令和５年度の社会実験（テラス型バス停や周辺歩道空間の活用）

納屋橋バス停

（2番のりば）

広小路本町バス停

（7番のりば）

名古屋駅

栄

• 納屋橋及び広小路本町の２か所で既存バス停をテラス型

バス停へ暫定的に整備（仮設）

• テラス型バス停での効果検証や一般交通への影響検証、

バス停周辺の歩行空間を活用等を実施

• 令和5年9月16日(土)～11月30日(木)の2か月半

社会実験で暫定整備した空間全体を と称し、周知・PR

２．ＳＲＴの社会実験
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2 ．S R Tの社会実験（令和5年度）



テラス型のメリット
 バスの正着性向上

バスが駐停車車両の影響を受けず、バス停に停まり

やすくなり、正着性が向上することでベビーカーや

車いす利用者が乗り降りしやすくなる

 賑わいや憩い空間の創出

歩道の拡幅やデジタル案内板等を整備することで、

広くて快適な待合空間が創出され、ウォーカブルな

まちづくりに貢献
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2 ．S R Tの社会実験（令和5年度）



※沿道建物と連携した賑わい創出

テラス型バス停の暫定整備

デジタル案内板

憩い空間の創出

ファニチャー

ファニチャー

デジタル案内板 デジタル案内板

テラス型バス停

自転車への注意喚起

（矢羽根等）

テラス型バス停

自転車レーン

納屋橋バス停 広小路本町バス停
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2 ．S R Tの社会実験（令和5年度）



バス交通への影響 (正着性・乗降性）🚌

■ 30cm未満（○） ■ 30～60cm（△）■ 60cm以上（×）

バスとテラスとの距離の計測

・バスが寄せやすくなった
・引き続きテラス型にしてほしい など

73％が乗降しやすくなったと回答

バスの乗降のしやすさについて（バス利用者） バスの停めやすさについて（バス運転手）🚍

)))

👥

■良くなった ■変わらない ■悪くなった ■分からない ■停めやすくなった ■どちらとも言えない ■停めにくくなった
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2 ．S R Tの社会実験（令和5年度）



ストリートファニチャーの利用・意識調査

沿道と連携した賑わい創出の取り組み

バス停前の沿道空地で珈琲・菓子の販売や、イベント時に合わせて喫茶店のテラス席を設置

•バス待ちだけでなく、飲食、休憩、仕事などで広小路通を歩く人も多く利用

•バス利用者アンケートでは75%が「机やイスがあるとよい」と回答

休憩バス待ち 仕事

コッパチェントロジャッポーネ水曜日のバス停

情報検索 ■あるとよい ■どちらとも言えない ■必要ない

バス利用者の机やイスへのニーズ

商店街ハロウィンイベント 18

2 ．S R Tの社会実験（令和5年度）
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事業主体 名古屋市（住宅都市局）

運行事業者 名鉄バス株式会社（令和５年度公募により選定）へ運行業務委託

運行形態
一般乗合旅客自動車運送事業（道路運送法第４条）

※名鉄バス市内路線へ新たな路線（路線定期）として追加を想定

営業所 名鉄バス名古屋中央営業所（名古屋市中川区清船町）

主な利用目的 名古屋都心部の回遊行動を促進、賑わいの拡大

運行ルート、停車箇所 名古屋駅－栄間において７か所停車し、広小路通を運行（詳細P22参照）

運行頻度
土日祝を含めた週3～４日程度、９時から１７時台で１日１２本運行

※運行曜日について調整中（ダイヤ詳細P2３参照）

車両 連節バス１両（定員１００名程度） ※予備車両は名鉄バス車両を使用

運賃 大人２１０円、小人１００円を予定 ※敬老パス、福祉特別乗車券を適用

決済方法 現金、交通系IC（マナカカードシステム）、クレジットカードタッチ決済

企画券

・クレジットカードタッチ決済システムによる一日当たりの利用上限額設定

・MaaSアプリ「CentX」によるデジタルチケットの販売（事前決済、QR乗車）

▶SRT単独の一日乗車券 ▶名古屋鉄道、堀川クルーズ等とのセット券 等

３．令和７年度東西ルート運行に向けて（事業計画案）

赤字部分について、次回協議会において改めて報告
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令和７年度後半
運行開始予定



３．令和７年度東西ルート運行に向けて（事業計画案）

≪運行ルート、停車箇所≫

〇：停車箇所、実線：運行ルート、青字：道路名（丸数字は片側車線数）
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一周あたり
約6kmテラス型（市バス、名鉄バスと共用）

N

栄

①② 広小路本町③ 納屋橋④ 名古屋駅
（桜通）

⑤ 名古屋駅
（ミッドランドスクエア前）

⑥ 柳 橋 ⑦ 広小路本町



３．令和７年度東西ルート運行に向けて（事業計画案）
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※試走及び最終調整の後、確定予定

≪ダイヤ案≫
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３．令和７年度東西ルート運行に向けて（トータルデザイン）

令和6年１１月５日公表
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３．令和７年度東西ルート運行に向けて（乗降方法）

SRTでは、わかりやすくストレスフリーな全乗り全降りを実現するため、
信用乗車方式による乗車時１tapを採用

※無賃乗車に対しては、定期的な抜き打ち調査を実施
※ODデータはAIカメラにより取得

降車はどこから
でも可能

運賃箱

クレカ
リーダー

ICリーダ

中・後扉はリーダーを左右に用意 ⇒ ２列でよりスムーズな乗車が可能

※乗車を分散して行うことで、車いす利用者への対応もよりスムーズに。

車
イ ス

車
イ ス

進行方向



３．令和７年度東西ルート運行に向けて（乗降・待合空間①）

テラス型の配置図 （参考：納屋橋バス停）

• 現況のベイ型（点線）からテラス
型 （実線）へ、歩道を1～1 .5m
拡幅

• 上屋の一部は、市バス・名鉄バ
スと共用する方針（路面に乗降
場所を表示予定 （ 赤矢印 ） ）

• デジタルサイネージやベンチを
設置し、居心地のよい待合空間
を整備する予定

※赤色部分が今回拡幅される部分



ＳＲＴトータルデザイン懇談会（令和5年度～）

第１回懇談会

・令和５年度より有識者懇談会を６回開催し、
車両や乗降・待合 空間について、統一感の
あるトータルデザインを取りまとめ
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（参考）S R Tにトータルデザインについて

氏 名 所 属 ・ 役 職 等 分 野 

井 澤 知 旦 名古屋学院大学 名誉教授【座長】 まちづくり 

浦 田 真 由 名古屋大学 大学院情報学研究科 准教授 デジタル 

近藤 マリコ プランナー・コピーライター 文化 

柴 﨑 幸 次 愛知県立芸術大学 美術学部 教授  デザイン 

松 本 幸 正 名城大学 理工学部社会基盤デザイン工学科 教授 交通 

森 旬 子 名古屋市立大学 大学院芸術工学研究科 教授 デザイン 

 ≪懇談会委員名簿≫



令和６年度 令和７年度

前半 後半 前半 後半

申請届出関係

ダイヤ作成等

車両関係

乗降・待合空間
関係
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３．令和７年度東西ルート運行に向けて（スケジュール）

書類
作成

試走・調整
確
定

申
請

認
可

路線確定

路線・バス停位置
交通及び道路管理者調整

ダイヤ作成・検討

認
可

地域公共交通協議会

２/4 次回
３か月

製造
二次
架装

三次
架装

運

行

設計協議
工事

道路
発注

登
録

変
更
登
録

製作等
上屋
発注

工事
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３．令和７年度東西ルートの運行に向けて
事業計画案等

４．今後に向けて

28



29

４．今後に向けて

≪アジア大会開催時（令和８年度）≫

≪当初運行時（令和７年度後半）≫

「周回ルート」の一部として
名古屋駅-名古屋城ルートを
導入

連 節 バ ス を ２ 両 追 加 し 、
東西ルートと併せて２路線３両
で運行

広小路通を通る名古屋駅－
栄間の｢東西ルート｣で運行
（連節バス１両）

都心部の回遊性の向上と賑わいの拡大を目指し、段階的に導入

先行したルートの

効果や課題を検証し、

最適な都心部周回ルートの形

を目指す
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（参考）既存のバス路線

都心部内の既存のバス路線

（市バス路線図） （名鉄バス路線図）
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４．今後に向けて／ＳＲＴの目指す姿

路面公共交通の質の向上

SRTを知る SRTを待つ SRTで過ごす

Webサイト

デジタル
サイネージ

わかりやすく、乗りたくなる
魅力ある発信

居心地がよく、ウォーカブル
につながる待合空間

乗ることを楽しめる特別な
体験、安心感

路面公共交通を使いやすく、わかりやすく、楽しく利用してもらえるように、先進技術の活用を
始めトータルで新たな移動価値を提供する
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４．今後に向けて／ＳＲＴの目指す姿

Riding Lab.
ライディング ラボ

運行サービス

待合空間 車両

走行空間

SRTの
様々なfieldで

新しい技術や仕組みを活用したまちづくりを、ＳＲＴと挑戦する

＋データ取得

新たな移動価値の創出
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４．今後に向けて／ＳＲＴの目指す姿

いつくるか、どこ
に行くか、わかり
やすい情報提供

広い空間の車内や、
楽しさ、居心地の
良さを追求

他の交通モードと
シームレスにつなぐ

いつもより、 移動体験。

快適なバス待ち空間
誰でも乗降しやすい空間

新たな移動価値の提供路面公共交通の質の向上 や

都心部のグランドレベルの活性化
＋

公共交通への行動変容を促進


